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別紙 1 

施設管理運営業務実施状況 

 

１．目標達成状況 

目標値 結 果 

施設利用者の満足度 ９５％以上 ９７．１％ 

施設稼働率 ７５％以上 ６０．９％ 

※新規利用者の獲得のための広報活動を行っているが、一部施設については稼働率が低調となっ

ているため施設稼働率の目標達成に至らなかった。令和7年度については条例の変更に伴い稼

働率が低調であったパソコン実習室の廃止と研修室への改修があるため、速やかに運用の切り

替えを行い、今後とも利用者ニーズも踏まえて施設運営の検討を行う。 

２．業務内容 

（１）施設の管理運営に関し各業務を実施するとともに 4半期ごとに業務報告書を提出 

①施設運営のマネジメント業務 

a）施設運営全体の総合調整 

b）施設運営に必要な人員確保 

c）施設管理に従事する財団職員の人材育成及び研修実施 

d）大阪市との連絡調整 

e）その他、施設運営マネジメントに必要な事項に関すること 

②施設管理運営にかかる総務、経理業務 

a）財団の施設管理担当職員にかかる勤怠・給与支払事務 

b）施設利用者等にかかる個人情報保護及び情報公開 

c）災害時緊急時の対応及び事故防止等安全対策 

d）業務・工事等の発注、物品の調達等 

e）施設管理にかかる契約締結、工事発注、物品調達、経費支出及び予算執行管理等 

f）大阪市への精算報告 

③貸室の利用促進業務 

a）「大阪産業創造館施設案内・予約状況案内」ホームページ運営による施設予約状況の提供 

b）施設利用者向けパンフレット・ポスター・チラシの提供 

（２）施設の総合管理業務 

①建築物の保守管理業務 

a）建物の維持保全及び美観維持及び衛生管理 

・設備点検・警備巡回・清掃業務・音響設備管理業務等における、建物の美観、 

衛生状態の点検実施、不具合が有る場合の適切な対応。 

b）小規模の修繕、消耗品補充等 

・建具等の取付け不良、作動不良等の調整。 

・ドア増し締め、誘導用点字ブロック上部カバー外れの取付等。 

・軽微な損傷がある部分の補修。 
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②建築設備の保守管理業務 

a）設備（給排水、空調、電気、昇降機、消防設備等）の運転監視、保守点検（日常、 

定期、法定）及び整備保全等 

・中央監視設備による館内の空調・電力管理（休館日を除く毎日）。 

      平 日 （8:00～22:00） 

 日・祝日（8:00～17:30） 

・簡易専用水道水質検査（色・臭気・味）（１回／１日）。 

・ランプ類交換（都度）。 

         ・中央監視設備の運転操作、異常警報発報時の処置。 

         ・記録及び資機材管理。 

         ・各種点検、整備、保全業務、修繕工事との連絡と調整。 

         ・各テナント等の電気、ガス、水道使用量の記録と報告。 

③警備保安業務 

施設内の秩序を維持し、事故、盗難・破壊等の犯罪及び火災等の災害の発生を警戒・防止し、

財産の保護等を図るため、機械警備システム及び保安要員による警備保安業務を実施。 

a）立哨・巡回警備 

・館内及び、管理敷地内の巡回・施錠の確認・点検等。 

平日・土曜  ４回／日（7:00,11:00,18:00,21:00） 

日・祝日   ３回／日（7:00,11:00,16:00） 

・施設外周の巡回・点検。 

平日・土曜  ５回／日（24:00,1:30,3:00,4:30,6:30） 

日・祝日   ７回／日（20:00,22:00,24:00,1:30,3:00,4:30,6:30） 

・正面エントランスの立哨警備。  

平日・土曜  ２回／日（8:30～9:00,21:40～22:00） 

日・祝日   ２回／日（8:30～9:00,17:10～17:30） 

b）各種警報装置及びＩＴＶカメラによる監視 

・防災センターにおいて機械警備システムの操作による施錠、開錠、ＩＴＶカメラモニタ

ーによる監視。 

ｃ）不審者の発見と処置及び報告、違法、不当行為等の発見、制止又は排除 

・防災センターＩＴＶカメラモニター、巡回。 

d）入場者及び退場者の管理 

・開館時閉館時における扉の開閉操作（平日、土曜 8：30,22:00,日曜8:30,17:30）。 

・職員、テナントの最初・最終の入退出管理 。 

・閉館後の入退出管理。 

e）遺失物、拾得物の処理  

・遺失物・拾得物のデータは、施設運営チームで一括管理。 

・館内の拾得物は、警備・清掃と連携し、2階施設管理に集約のうえ、落とし主が特定 

できる場合は連絡し、落とし主が見つからない拾得物は、月に一度、一括して警察に届 

け出。なお、現金等の貴重品は、拾得の都度、速やかに警察に届け出。 

       ｆ)その他 

         ・災害、事故及び故障発生時の応急措置（館内非常放送、初期消火等）。 
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         ・館内傷病者の手当て。 

         ・館内及び敷地内での喫煙禁止の周知活動等。 

     ④清掃業務 

施設全体の美観を維持し、快適な環境を保つため、施設の清掃業務を実施。 

a）ホール、階段、事務室、会議室、研修室、エントランス、廊下、便所、給湯室等の 

日常清掃業務 

・床及び壁面、テーブル等の清掃。 

・ごみ箱、汚物入れの内容物の処理。 

         ・塵芥の分別と集積（１回／日）。 

・ペーパー、石鹸水等の衛生消耗品の補給。 

         ・雨天時の傘袋スタンドの配置及び傘袋の補給及び回収。 

b）床、窓枠及び窓ガラス、照明器具の定期清掃業務 

・タイルカーペットの適性洗剤を用いた洗浄。 

・床シートのワックス塗布。 

         ・窓ガラスのガラス用洗剤を用いた内外面清掃（ゴンドラ使用）。 

         ・照明器具の適正洗剤を用いて器具及び乾球の汚れの除去。 

c）施設の美観及び清潔な環境の維持に必要な清掃業務 

・植え込みの散水（夏季）、雑草除去。 

・建物外周の掲示板、サインの拭き掃除、吸い殻のその他ごみ拾い集め。 

※清掃範囲は目的外使用者において実施されている場合は当該箇所を除き、 

空室については必要に応じて実施 。 

⑤塵芥処理業務 

ごみ置場等の環境を維持し、快適な環境を保つため、施設敷地内から排出される塵芥の収集

運搬処理を実施。 

a）ごみ置場等の環境維持及び施設敷地内から排出される塵芥についての収集運搬処理等 

・一般廃棄ごみ：月曜日から土曜日の週６回 

資源ごみ  ：週３回 

※午前７時３０分までにごみ置場、冷蔵庫から廃棄物を搬出し、搬出後の各ごみ置場の 

軽清掃を実施。 

⑥樹木維持管理業務 

施設の緑化推進と美観の維持を図るため、外周部や１６階並びに１７階の植栽の最適な維持

管理を実施。 

a）施設外周部及び施設内植栽帯の樹木整枝、薬剤等散布、施肥等 

⑦駐車場管理運営・駐車場設備保守業務 

駐車場利用者が安全かつ円滑に利用できるよう、駐車設備の保全及び管理運営行い、また、

機械駐車設備の日常点検、定期点検を実施。 

a）機械駐車場の管理運営及び保全、駐車場設備の保守点検及び整備保全等 

・機械駐車制御システム及び管制機器による入出庫管理、駐車場内の車両の誘導 

・料金精算の確認・収納並びに機器の日常操作・点検 
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・駐車券の補充・回収 

・駐車場設備点検：年１回 

 営業時間 

 平日・土曜 8:30～22:00（最終入庫時間 21：30） 

 日曜・休日 8:30～17:30（最終入庫時間 17：00） 

⑧駐輪場の管理業務 

a）駐輪場の保全管理及び施設利用者以外の駐輪や放置自転車等の防止等 

・施設利用者に対する駐輪許可証の発行。 

・駐輪場の整理、公開空地への不法駐輪及び不正使用の防止対策や移動勧告の実施。 

⑨パソコン実習室保守管理業務 

外部保守契約会社とシステム担当者が保守業務を担い、両者が隔月でパソコン実習室の 

点検・維持管理を実施。 

〇館内音響担当者 

        ・5階パソコン実習室内パソコン機器トラブル等対応及び利用者説明等 

・システム障害発生時の初期対応等  

       〇システム担当者 

・企業研修等での利用で求められる機能的水準を備えたパソコン及び周辺機器の設置 

・快適な利用環境を実現するための、定期システムメンテナンスを実施 

⑩予約管理システム管理運営等 

a）創造館予約管理システム（貸室に関する予約管理、入金管理、稼働データ等の管理 

システム）の運用管理及び貸室内有線ＬＡＮの保守管理等を実施 

⑪音響設備等管理業務 

館内の音響設備について、設備の設営・撤収や故障対応、設備使用者への設備説明・指導を

行い音響設備の管理を適切に実施。また、5階パソコン機器に関する初期段階のトラブルにつ

いて、迅速に適切な対応を実施。 

a）貸室利用者への音響設備使用に関する準備、説明及び指導、設備異常時における故障対応 

及び性能・在庫管理等を実施。 

b）システム障害発生時は初期対応を行い、トラブルが深刻な際は、システム担当者もしくは 

外部保守契約会社に連絡し対応。 

c）ＬＡＮ設定の説明を実施。 

d）施設予約に関するサポート、打合せや資料作成および履行状況確認などの施設運営管理 

業務。      

⑫その他施設の良好な管理に必要な業務 

a）傘の無料貸し出しサービス 

b）宅配荷物発送代行（受取り人払い）サービス 

宅配荷物事前受け取り保管サービス（遠方地の方向け） 

              c）土日・祝・夜間見学受け入れ 

              d）分別ごみ有料引き取りサービス 

              e）段ボール無料引き取りサービス 
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              f）伝言承りサービス（本番開始前の受付時間帯） 

g）備品無料貸し出し（Wi-Fiルーター・ＬＡＮケーブル・ＨＤＭＩケーブル・テーブル 

タップ・レーザーポインター・指示棒等）  

h）緊急時救護セットの整備（ＡＥＤと一緒に毛布等を設置） 

i）施設利用者用の手指消毒液の設置及び維持管理（1～6階、13階、14階、17階） 

j）飲食後の弁当殻等のごみ捨てにおける、有料制ビニール袋販売 

k）緊急時におけるパソコン貸し出しサービス 

（３）貸館受付業務及び施設等使用料の徴収収納業務並びに光熱水費等の徴収支払業務 

①貸館受付業務 

a）施設の予約受付及び予約管理業務  

・施設予約は、電話又は来館受付。 

・申請書の確認は、予約業務を確実に行うため、施設利用者と指定管理者の双方が実施。 

・予約の確定は、使用料の指定期日内の入金（振込 または 現金払い）の確認により実施。 

b）施設の使用許可及び使用許可書の交付業務 

・入金確認後、大阪産業創造館条例に基づき使用許可し、使用許可書を日別に発行し、 

郵送により交付。 

・施設利用日に施設窓口において使用許可書と引き換えに、施設の鍵を引き渡し。 

・施設の使用終了後、鍵と引き換えに使用許可書を返却。 

c）使用料の減免 

・使用料の減免。 

・大阪産業創造館条例及び同条例に基づいて大阪市が定める基準に従い、使用料の減免を 

実施。 

d）設備、機器、備品等の貸出及び管理等業務 

・「貸出備品申請書」により貸出の申請があった備品について、大阪産業創造館条例に 

基づき使用許可を行い、使用料は前納により徴収。 

・管理台帳に基づき、備品の状態を日々チェックし、必要に応じて補修・更新等を行う 

とともに、月に一度は管理台帳と照合し、備品の維持管理を実施。 

・音響備品を使用する際に接続トラブルが起きないよう、施設利用者に対し事前に機器の 

接続チェック等を実施。 

e）利用者からの利用相談及び利用打ち合わせ対応業務 

・施設利用者からの利用相談を電話または来館により営業時間内（平日の午前 9時から 

午後5時30分まで）に受付。特に、マーケットプラザやイベントホールの利用者 

に対しては、必ず事前に来館による使用打合わせを求め、施設利用について詳細な説明 

を実施。 

・主催者ごとに専任の担当者を決め、使用打合わせ時からイベント終了時まで、主催者の 

質問・依頼等に迅速・正確に対応。 

f）貸室利用のための各種書類及び利用者に対する利用の手引の作成 

  ・貸室利用のための各種書類は、指定管理者が作成する。うち、貸出備品申請書は施設

利用者が記入したものも受け付け。 

・施設利用は、条例の規定に基づき、大阪市との事前調整のもと作成する、「会議室・研 
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修室・パソコン実習室の使用案内」、「イベントホールの使用案内」、「マーケットプ 

ラザの使用案内」を基本とし、重要な個所や、利用者が間違いやすい項目等、特に個別 

に説明すべき事項については、別途、コンパクトにまとめた資料で補足説明を実施。 

仕様変更時には随時速やかに更新。 

・施設予約センター掲示板にも各種案内を掲示し、わかりやすい案内を実施。 

g）その他円滑な貸館運営に必要な業務 

・貸室見学については、施設使用がない時間帯において随意随時対応。 

・施設利用者に対して標準化された質の高いサービス提供に努めるため、スタッフ定例 

会議を開催し、サービス向上につながる提案や運用方法について話しあいの場を設定。 

・月初め（毎月第一営業日）に、半年後（イベントホール・マーケットプラザは1年後） 

の貸室の予約を先着順で電話受け付け。 

②施設等使用料の徴収収納業務 

貸出施設使用料金の徴収業務（室料と音響備品、及び、付帯備品） 

a）条例に基づく貸室等使用料の徴収及び収納事務 

・請求書を郵送により発行し、期日を指定のうえ、現金又は口座振替による方法で使用料の

徴収。 

・現金受領の場合は翌日、振り込み受領は月に一度大阪市に収納。 

③光熱水費等支払徴収業務 

大阪産業創造館全体の電気料金等の支払い及び目的外使用者が占用部で使用する電気料金

等の徴収業務を行う。 

a）施設で使用する電気、水道、ガス等にかかる事業者との契約及び光熱水費等について 

の支払い業務 

・施設全体で使用する電気、水道、ガス、電話にかかる事業者との契約業務及び事 

業者から請求があった光熱水費等の支払い業務を一括して実施。 

b）目的外使用者からの光熱水費等の徴収業務 

・第1営業日に電気・水道の使用量を検針し、目的外使用者の光熱水費の実費相当 

額を算定し徴収。 

④施設の視察・見学等への対応業務 

a）施設の視察・見学者への事業説明及び施設案内等に関する業務 

（４）その他 

①危機管理対応 

事故や災害等発生時における適切な傷病者等の救護、応急措置、避難誘導等を行うため

の対応体制及び大阪市をはじめ関係機関への迅速かつ的確な情報伝達を行うため、連絡体

制を整備。 

     ②新型コロナウイルス感染拡大防止に関する対応 

新型コロナウイルス感染拡大防止のための施設使用後の消毒・換気の徹底、ソーシャル

ディスタンスを確保するために館内に張り紙を張る等、注意喚起を行った。  

      ③その他 
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・貸室に関しては、利用機会の公正性や公平性を確保しつつ、一般利用と 

中小企業支援事業による利用との調整を適切に実施。 

       ・殺虫剤・農薬等の薬剤の使用については「大阪市の施設等における薬剤にお 

ける適切使用に関する基本方針」に基づき適正に実施。 
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別紙２ 

令和６年度 中小企業支援業務（大阪産業創造館事業）実施状況 

 

１ 事業概要等 

地域経済の持続的な成長の実現に向けて、経済活動の主要な担い手である中小企業が活発に事業 

活動を展開し、経済の新陳代謝を促す起業家やスタートアップが多く生まれ成長していけるよう、

公益財団法人大阪産業局として大阪市の中小企業支援施策・事業の執行を担う中核的な機関である

ことを十分に認識し、保有するノウハウやネットワーク等を最大限に活かして総合的・複合的な支

援策の推進を図った。 

様々な経営上の課題に直面する中小企業や新たなビジネスに挑戦する意欲のある中小企業に対し

て、大阪産業創造館やクリエイティブネットワークセンター大阪・メビックを中心に、多様化・複雑

化する経営課題（経営知識の習得、販路開拓、デジタル活用による生産性向上や収益力強化、事業承

継、事業継続力強化など）への対応や経営基盤の強化、新規事業創出、高付加価値化などに向けた総

合的な支援プログラムを立案・実施した。また、新たな経済活動の担い手の創出や地域経済の新陳代

謝の促進につなげるため、創業への機運を高め、創業時における様々な課題解決をきめ細かく支援

する創業促進策を展開した。 

これら事業の進捗や効果等の検証・評価を随時行い、必要な事業内容の見直しやスクラップアン

ドビルド等を弾力的に行うことにより効果的な事業推進を図った。 

 

２ 令和６年度達成目標に対する成果 

項目 実績値 目標値 

支援対象企業における 

売上高変化 DI 

※府内企業 DI 値調査が 6 月に 

実施されるため改めて報告する 
前年度以上 

支援対象企業における 

損益変化 DI 

※府内企業 DI 値調査が 6 月に 

実施されるため改めて報告する 
前年度以上 

創業・起業件数 137 件 110 件以上 

経営力強化件数 449 件 400 件以上 

支援企業における 

マッチング件数 
848 件 630 件以上 

大阪産業創造館利用者 

満足度 
95.7％ 90％以上 

３ 支援事業の体系 

（１）経営基盤強化や新規事業創出等に向けた総合的支援 

ア コンサルティング事業 

イ 経営力強化支援 

ウ 新規事業創出や事業成長支援 
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エ 人材流動化の促進 

オ クリエイターの経営力強化や中小企業における高付加価値化等の支援 

（２）新たな担い手の創出に向けた創業支援 

（３）大阪経済や中小企業の実態調査・分析、支援事業の活用促進（調査・広報） 

（４）万博に向けたビジネスチャンス獲得支援や参画機会の創出【重点取組】 

  ア 万博に向けて頑張る中小企業のビジネスチャンス獲得支援 

  イ 万博での中小企業の参画機会創出に向けた取り組み 

（５）中小企業における DX 高度化支援【重点取組】 

４ 事業実施内容 

（１）経営基盤強化や新規事業創出等に向けた総合的支援 

ア コンサルティング事業 

大阪産業創造館に設置した経営相談室において、中小企業が直面する課題の解決や経営の革

新、創業の促進を図るため、専任のコンサルティングスタッフを配置するほか、中小企業診断

士、弁護士、税理士、弁理士、金融機関 OB 等の専門家と提携し、法律、会計、経営、下請け、

創業、IT 化、知的財産、ISO、資金調達、省エネ等の様々な分野で、面談・メール・電話により

的確・迅速に相談対応を行うとともに、各分野の専門家を企業へ派遣（コンサル出前一丁）し、

現場に密着したコンサルティングを実施した。 

また、WEB サイト上に創業や経営に役立つ「経営お道具箱」などの各種コンテンツを掲載す

るなど情報提供を行った。 

         

■経営相談室  受付：平日 9:00～17:30 

■メール相談  24 時間いつでも、経営課題に応じた専門家を指名して相談が可能。 

■面談     各分野の専門家に直接相談する事が可能。電話相談やメール相談では解決できない

経営課題をマンツーマンでサポート。（登録専門家：約 150 名） 

■専門家派遣「コンサル出前一丁」（市内企業限定） 

        専門家が直接会社を訪問し、実践的なコンサルティングを実施する経営課題解決型   

        のサービス。主要なコンサルティングサービスをパッケージで提供するほか、 

        固有の経営課題に応じて、派遣内容をオーダーメイドも可能。 

・メール相談・面談                件数（合計）   6,217 件 

メール相談       239 件 
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スタッフコンサルタントメール相談       473 件 

電話相談     1,362 件 

面談相談         4,143 件 

・専門家派遣（コンサル出前一丁）  派遣日数 97 日 

・トータルコンサルティング/ブレイクスルーコンサルティング／ラウンドテーブル 

大阪産創館事業を利用した企業を対象にスタッフコンサルタントが継続的に支援 

支援件数 1 件（ブレイクスルーコンサルティングのみ） 

・夜間・休日相談  夜間相談  50 回開催  相談者数 54 名 

休日相談  12 回開催  相談者数 41 名 

・事業承継コンシェルジュ  相談・面談件数 13 件 

 

イ 経営力強化支援 

①各種セミナーの開催 

変化の激しい市場環境を乗り切るために役立つ様々な

トレンド情報をはじめ、経営者として知っておくべき経営

の基礎知識や専門分野の知識などを習得する機会を提供

するセミナーを実施した。 

 

内容 実績 

セミナー 

中小企業経営者がさらなる成長をめざしていくため、経営に関

する基礎～応用レベルでのセミナーを開催。賃上げや人材不足

など時流に合った課題をテーマにした情報提供も実施。 

26 回開催 

1,325 名参加 

はじめての 

〇〇セミナー 

財務会計・労務・法務・人事など、経営者が最低限知っておき

たいテーマを取り上げ、会社経営の基本を習得するセミナーを

開催。 

21 回開催 

1,115 名参加 

マーケティング 

セミナー 

マーケティングに関する基本的な考え方から、商品企画・販促・

ブランディング等のテーマを絞った内容、さらには注目の市場

動向まで、売れる商品・サービスをつくるために必要な知識を

提供。 

10 回開催 

515 名参加 

※ライブ配信

74 名参加 

トピックス 

セミナー 

法律・制度改正等において、公的支援機関の立場から中小企業

に対する情報提供・周知が必要と思われるテーマを取り上げる

セミナーを実施。 

1 回開催 

26 名参加 

※ライブ配信

76 名参加 

海外ビジネス 

セミナー 

海外に関するビジネスを進めたい中小企業を応援するため、海

外展開やインバウンドに関するテーマについて様々な角度か

ら情報提供セミナーを開催。 

4 回開催 

122 名参加 
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トークライブ！ 

注目の経営者や新進気鋭の若手経営者などを迎え、実体験に基

づく話の中からヒントを持ち帰っていただくためのプログラ

ムを開催。 

2 回開催 

92 名参加 

事業推進 

セミナー 

中小企業の幅広い課題に対応するため、様々なテーマを検討

し、タイムリーな情報提供を行うセミナーを実施。 

6 回開催 

216 名参加 

デジタル推進 

セミナー 

デジタル活用の促進に向けて、基本的な知識やデジタルツール

の具体的な活用法などをテーマにセミナーを実施。 

12 回開催 

557 名参加 

※ライブ配信 

98 名参加 

人事座談会 
人事に関する「学び」と「つながり」を一緒に作る場所として、

セミナーと対話の場を提供。 

2 回開催 

20 名参加 

現場力向上 

セミナー 

中小製造業の現場力向上を目的に、毎月違うテーマでセミナー

を開催。 

14 回開催 

804 名参加 

実践フォロー 

アップ付き 

セミナー 

質問型営業でお客様の課題を引き出し、見極め、提案し、「買っ

てもらう」営業のしかけについてセミナーを開催。 

1 回開催 

18 名参加 

クニカル 

セミナー、 

技術力向上 

セミナー、 

ORIST 技術 

セミナー 

製造業と関わりの深い技術分野にスポットを当て、その技術の

基礎的な内容と動向、応用事例などを解説するセミナーを開

催。   

①テクニカルセミナー 

②技術力向上セミナー 

③ORIST 技術セミナー 

①2 回開催  

128 名参加 

②6 回開催 

360 名参加 

③1 回開催  

46 名参加 

特許情報 

活用講座 

特許・商標情報の有効活用をするため、実際にパソコンで特許

情報プラットフォーム（J-PlatPat）の検索システムを操作しな

がら実技指導と演習を行い、活用方法を学ぶ講座を実施。 

1 回開催 

12 名参加 

ものづくり企業

の事業創出道場 

チームビルディングをはじめ、自社技術の棚卸し、そこからの

アイデア創出、ビジネスモデルの事例まで、ディスカッション

しながら学ぶ講座を実施。 

 ①＜セミナー＞自社技術が生きる！新規事業発想法 

 ②＜連続講座＞自社技術から生み出せ！新規事業開発 

プログラム 

①1 回開催 

22 名参加 

②1 回開催 

17 名参加 

ビジスク 

online+ 

大阪産業創造館で開催されたセミナーをオンラインで配信す

ることで、時間・場所を問わず、経営に関する知識が習得でき

る機会を提供。※ビジスク online+は有料動画のみ 

23 回開催 

593 名参加 

②各種ゼミ・ワークショップの開催 

経営者の意識改革や経営革新を促し、課題解決能力を高めるために、参加者同士の議論の

中から各社の経営課題の解決法を導き出して実践する、少人数制のワークショップ等を実施
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した。 

内容 実績 

経営ゼミ 

経営者・管理者のための少人数短期集中ゼミ。経営の基礎を学ぶ

実践的カリキュラムで、理論や知識だけでなく現場で実践できる

「知恵」と「ノウハウ」を体得できるプログラムを実施。 

2 回開催 

30 名参加 

ワークショップ 
同じ経営課題を抱える中小企業経営者を対象とする、少人数制の

研修プログラムを開催。 

5 回開催 

74 名参加 

1 日完結 

ワークショップ 

講義に加え、作業・ディスカッション・ロールプレイングなどを

盛り込むワークショップとして 1 日完結型で開催。 

8 回開催 

118 名参加 

実践 

ワークショップ 

コンサルタントとして活動する講師を招き、ワークショップ形式

で自社商品・製品について考えるワークショップを開催。 

2 回開催 

20 名参加 

中期経営計画 

策定サポート 

プログラム 

およそ半年間を通じて、面談・訪問を行い、環境・実状に合わせ

た中期経営計画の策定をサポート。 
2 社参加 

③ビジネスマッチング支援 

◆ビジネスチャンス倍増プロジェクト 

技術や企業情報などに精通し、豊富な経験や幅広い人脈を持つ大企業 OB がマッチング

ナビゲーターとして活動し、新たなビジネスの成約や事業提携等の企業間取引の促進・活

発化に向けて、有望な技術を有する市内中小企業と大手企業等とのマッチングを支援した。 

【ビジネスチャンス倍増プロジェクト】新規訪問数 56 件 

マッチング活動回数 460 回 

マッチング成果件数 252 件 

（活動内容） 

マッチングナビゲーターが１社ずつ個別訪問を行い、経営者と話をし、現場を確認す

ることで、技術力・経営課題・要望を把握。その情報を元に、大阪産業局が有する企業

情報、企業 OB が持つ大手メーカー・商社などとのネットワークを活用して、支援企業

の技術・要望に最適な企業紹介を行った。 

         

◆テーマ別展示会 
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中小企業の販路拡大や技術提携のきっかけとなるよう、技術テーマやマーケットテーマ

を選定し、テーマに高い関心を持つ来場者との効率的・効果的なビジネスマッチングの機

会を提供した。 

  

【テーマ別展示会（技術テーマ）】12 回開催 出展社数 611 社 参加者数 11,299 名 

【テーマ別展示会（マーケットテーマ）】4 回開催 出展社数 211 社 参加者数 2,855 名 

                  ※同時開催セミナー 5 回開催 参加数 299 名 

◆食の商談会 

      複数のバイヤー企業が、食品の商材を合同募集する事前審査制の商談会を開催した。 

      【食の商談会 2024】 1 回開催 バイヤー企業 6 社 参加者数 45 名 

◆ものづくりパートナーマッチング 

  大手・中堅企業が抱える中長期的な課題への対応や新規事業・サービス開発にあたって

のパートナーを募集し、中小企業とマッチングするプログラムを実施した。 

ものづくりパートナーマッチング（京都信用金庫共催）】 

 1 回開催 提案受入企業 14 社 参加者数 54 社 

 

◆販路拡大ターゲットマッチング 

中小企業とのマッチング可能性の高い販路を持つバイヤーが商材を募集するビジネスマ

ッチングイベントを実施した。 

【販路拡大ターゲットマッチング】 8 回開催 参加者数 163 名 

◆ビジネス交流会 

情報交換・マッチングを目的に、関心の高いテーマを選定

し、新事業や新商品開発・販路拡大につながる交流会を開催。 

【ビジネス交流会】 1 回開催 参加者数 36 名 

◆技術シーズ発表会 

大学や研究機関が最新の研究成果を発表し、積極的に技術

開発に取り組んでいる中小企業との出会いの場を提供した。 

【産業技術支援フェア】 1 回開催 参加者数 136 名 

（ライブ配信）参加者数 141 名 

④事業承継の支援 

中小企業が直面する事業承継に関する課題解決につなげるため、事業承継の円滑化に資す
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る情報提供を行うとともに、必要な知識習得や交流の機会提供を行った。 

    ◆事業承継セミナー 

      経営者・後継者を対象に、事業承継に関する知識習得や円滑な事業承継に向けた取組等

に関するセミナーを実施した。 

      【事業承継セミナー】 4 回開催 参加者数 95 名 

◆若手後継者のための勉強会 

若手後継者（候補）の事業承継・経営の知識やマインドの向上、若手後継者（候補）間の

交流を通して、家業を継ぐ後継者の不安や悩みを解消し、事業承継や今後の経営に前向き

に向き合っていくためのプログラムを実施した。 

【若手後継者のための勉強会】 6 回開催 参加者数 128 名 

⑤なにわあきんど塾 

若手経営者・後継者を対象に、経営の基礎的知識とともに先を見通す視野、戦略を立てる

知恵、実行するリーダーシップ等を得ることをめざし、それらのスキルをバランス良く体

得できるプログラム編成、第一線で活躍する講師による約 1 年間の講座を実施した。 

また、「なにわあきんど塾卒塾生フォローアッププログラム」として、これまで 1,000 名

以上が参加した「なにわあきんど塾」の卒塾生向けに、経営改善やビジネスチャンスの獲得

につながるテーマを設定し、座学だけでなく交流促進なども含めたプログラムを提供した。 

【なにわあきんど塾 39 期】 参加者数 27 名 

【なにわあきんど塾説明会】 1 回開催 参加者数 36 名 

【なにわあきんど塾フォローアッププログラム】 4 回開催 参加者数 144 名 

    

 

⑥BCP（事業継続計画）の策定支援 

自然災害や人為災害などが発生した際に、事業を継続するための具体的な行動計画である

「事業継続計画書（BCP）」の策定のサポートプログラムを実施した。さらに、BCP 策定を支

援するため、「コンパクト BCP」として動画コンテンツとフォーマットを提供するなど、様々

な取組みを推進し市内中小企業の BCP に対する理解促進並びに策定に向けた一層の意欲喚

起を図った。 

【BCP 策定・演習サポートプログラム／BCP 策定ゼミ】1 回開催 参加社数 16 社 

【BCP 策定・演習サポートプログラム／BCP 机上演習実践セミナー】1 回開催 参加者数 12 名 

【BCP 策定サポート事業説明会】1 回開催 参加者数 23 名 ※ライブ配信 参加者数 59 名 

【コンパクト BCP】 申込数 224 名 
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⑦IAG ベンチャーサポート発表会 

新規事業にチャレンジする企業が販路開拓や事業提携等の機会を得るための場として、関

西を代表する企業の経営者や中小・ベンチャー支援に取り組む企業・団体の代表者で組織さ

れた IAG（インキュベーション・エンジェル・グループ）のメンバーに対して自社のビジネ

スプランをプレゼンテーションする「IAG ベンチャーサポート発表会」を実施し、IAG メン

バーからの経営アドバイスや販路の紹介、人脈紹介などの具体的な支援を提供した。 

     また、IAG フォローアッププログラムとして、IAG ベンチャーサポート発表会の参加企業

から選出したベンチャー企業に対し、スタッフコンサルタントが必要な支援内容を策定し、

その内容に基づいたフォローアップ支援を実施した（大阪市に対するふるさと寄附金を活用）。 

  さらに、新たな取り組みとして【IAG チャレンジプログラム】を立ち上げ、過去５年間にか

けて IAG ベンチャーサポート発表会に登壇された企業の中から、発表会登壇後に成長が確認

され、より一層の成長が期待できる 5 社に対し、大阪市に対するふるさと寄附金を活用した

支援を行った。 

【IAG ベンチャーサポート発表会】 2 回開催 応募数 17 名 最終発表者 11 名 

【IAG フォローアッププログラム】 支援企業数 7 社 

     【IAG チャレンジプログラム】 支援企業数 5 社 

⑧モニター・アンケート調査事業（サンソウカン de モニター会） 

中小企業における顧客ニーズ等を踏まえた新商品・新サービス開発や改良等につなげるた

め、女性を中心とした消費者モニターを活用したマーケット調査を実施し、企業のマーケテ

ィング戦略の支援を実施した。 

◆モニターイベント 

化粧品や雑貨・食品など、商品についてユーザーから率直な意見が聞きたい中小企業が、

参加者に対して商品を紹介・配布し、アンケートにそって「見て」「使って」「試して」「体

験して」その感想を企業に伝えるイベントを実施した。 

【モニター会イベント】 3 回開催 出展社数 42 社 参加者数 581 名 

            

◆座談会（グループインタビュー） 

企業が提示する商品・サービスに対する感想や意見、商品を普段どのように買っている

か、不満や不便な点など、テーマに沿った少人数制のヒアリング調査を行った。 

【モニター会グループインタビュー】 12 回開催 参加社数 11 社 参加者数 164 名 
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ウ 新規事業創出や事業成長支援 

新規性があり成長が期待できる中小企業の有望なプロジェクトに、担当コーディネーター

を配置し、事業戦略、販路拡大、資金調達などに関するコンサルティングを行うなど、戦略的

な経営ノウハウ提供等を中心としたソフト面での継続的サポートを行った。 

①プロジェクトの公募・審査・選定 

 ◆プロジェクト公募 

プロジェクト認定募集要項を作成し、2 期分にかかるプロジェクト公募・受付を行った。 

【2024 年度第 2 期】WEB エントリー70 件、エントリーシート提出 45 件(うち 1 件不受理) 

【2025 年度第 1 期】WEB エントリー79 件、エントリーシート提出 53 件(うち 2 件不受理) 

◆プロジェクト審査・選定等 

申請プロジェクトについて、一次審査会(書類審査)・二次審査会(オンライン面談審査)を

行い、また必要に応じて専門家による技術評価・財務調査を実施し、有識者審査会を経て対

象プロジェクトの選定を行った。 

 2024 年度 第 2 期 2025 年度 第 1 期 

書類審査 評価件数 44 件 評価件数 53 件 

オンライン面談審査 評価件数 23 件 評価件数 24 件 

有識者審査 ※1 
審査プロジェクト件数 9 件 

審査結果 4 件認定 

審査プロジェクト件数 11 件 

審査結果 6 件認定 

プレゼンテーション 

練習会 ※2 
参加企業 3 社 希望者不在のため実施せず 

ブラッシュアップ 

メンタリング ※3 
参加企業 4 社 参加企業 4 社 

認定証授与式、 

認定プロジェクト 

プレゼンテーション 

2024 年 9 月 30 日(月) 

大阪市中央公会堂 

2025 年 3 月 27 日(木) 

大阪市中央公会堂 

※1 4 名の有識者で構成した審査会を開催 

※2 事業プレゼン動画の撮影に際し、プレゼンテーション指導を実施 

※3 ブラッシュアップメンタリング 

②認定プロジェクトのハンズオン支援等 
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プロジェクト認定企業と担当コーディネーター(CD)が月 1 回以上面談し、プロジェクトを

推進する上での課題や推進状況等を共有の上、担当 CD が課題解決のための支援をコーディ

ネートした。 

 2023 年度 第 1 期 2024 年度 第 1 期 2024 年度 第 2 期 

上期 

ハンズオン支援 

（2024.4.1-9.30） 

5 社 4 社 

 

 

下期 

ハンズオン支援 

（2024.10.1-2025.3.31） 

 4 社 

 

4 社 

【ハンズオン支援】 実施件数 66 件（上期 30 件 + 下期 36 件） 

◆ハンズオン会議の実施 

認定プロジェクトの進捗状況やハンズオン支援の状況を確認・共有するハンズオン会議

を毎月開催し、CD やアドバイザーの知見を活用ながら解決策を検討した。   

    ◆目標設定会議の実施 

外部アドバイザーを活用し、「課題抽出」で明確となった課題に対して各社で半期目標を

設定し、目標達成に向けて適切な KPI や売上計画になっているか、その妥当性の確認・助

言の場として開催した。 

       2024 年度 第 1 期 2024 年度 第 2 期 

2024.9.2（月） 

目標設定会議 
4 社  

2024.10.18（金） 

目標設定会議 
 4 社 

2025.3.13（木） 

目標設定会議 
 4 社 

◆認定プロジェクト紹介冊子の作成 

 2024 年度 第 1 期 2024 年度 第 2 期 

掲載企業数 4 社 4 社 

仕様 
A4 版 片側ポケットパンフ 

(中面 5 種挟み込み) 

A4 版 片側ポケットパンフ 

(中面 5 種挟み込み) 

部数 1,500 部 1,500 部 

・主な配布先：プロジェクト認定企業、サポーター会員、報道機関、窓口設置等 

    ◆認定プロジェクトのフォローアップ（外部展示場への出展支援） 

「大阪トップランナー育成事業」認定プロジェクトの PR の一環として、おおさか ATC
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グリーンエコプラザ内「新ビジネス創出ゾーン」へ「環境」をテーマにした認定プロジェク

ト実施企業に対して出展機会を提供した。 

展示期間：2024 年 4 月 1 日から 2025 年 3 月 31 日 

開催場所：おおさか ATC グリーンエコプラザ内 

「新ビジネス創出ゾーン」大阪トップランナー育成事業ブース 

（アジア太平洋トレードセンター ITM 棟 11 階西側） 

③新規事業の創出支援（ビジネスインキュベーションプログラム） 

◆セミナー・ワークショップ等の開催 

内容 実績 

「現場 (エッジ )起

点」の介護イノベー

ションを“共創”し

ませんか？ 

（介護イノベーショ

ン共創 WS 説明会） 

介護現場を熟知した講師より介護事業の現在の課題

や業界の未来予測など新規事業開発に役立つ情報を

提供。 

28 名参加 

満足度 96％ 

介護イノベーション

共創ワークショップ

2024 

介護現場で真に役立つ製品・サービス開発をめざし

て、介護現場を「実証フィールド」として活用したフ

ィールドワークや、介護施設の利用者・家族、介護従

事者などのインタビューからのニーズ収集、課題の

形成・検証等を行うワークショップを実施。 

19 名参加 

14 名修了 

満足度 100％ 

新規事業創出ブート

キャンプ エクスパ

ンション Batch1 

新規事業を０→１で作り出そうと挑戦中の企業向け

に、新規事業開発に必要な考え方・やり方を体得して

もらい、イノベーティブな新規事業の創出をめざす

プログラムを提供。 

16 名参加 

13 名修了 

満足度 100％ 

変化を創る経営 

～『アスクル』生誕

から現在まで。 

新事業を生み出し続

ける挑戦の軌跡～ 

『アスクル』創業時の営業責任者であるプラス株式

会社 代表取締役副社長の淺野氏を招いた講演会。顧

客満足の最大化を掲げ、時代の変化に追随するので

はなく、自ら変化を創り、イノベーティングカンパニ

ーをめざすプラス株式会社の軌跡、経営における新

規事業の重要性や、顧客に価値を提供し続けていく

ための秘訣を講演。 

会場 76 名参加 

ライブ配信 

122 名参加 

満足度 100% 

事業検証プログラム

FIT 

新規の事業化をサポートするプログラム。全 4 回の

短期集中ワークを通して、事業成立に向けた検証論

点を整理し検証計画の作成をサポートするプログラ

ム。検証計画作成後は実際にユーザーヒアリングを

行い、市場からのフィードバックや評価を受けなが

6 社参加 

6 社修了 

満足度 100％ 
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らビジネスモデルをブラッシュアップ。 

◆新規事業開発のための相談窓口 

新規事業開発を行う中小企業が抱える課題に対して 専門知識を有したメンターが幅広

い経験に基づいてアドバイスを行う【新規事業開発のための相談窓口】を設置し、個別にオ

ンラインメンタリングを実施した。 

【申込件数】26 件  

【メンタリング回数】16 回 

エ 人材流動化の促進 

    経営環境の変化により様々な課題に直面する中小・ベンチャー企業の課題解決や成長加速に

向け、大企業等から中小・ベンチャー企業への人材流動化（短期派遣プログラム）を実施すると

ともに、大阪における多様な働き方の普及・定着を図る取組を行った。 

①短期派遣プログラム 

大企業等の人材を対象に、中小・ベンチャー企業での実務経験を通じた期間限定の研修機

会を提供するとともに、派遣先の中小・ベンチャー企業の成長加速につなげることをめざす

短期派遣プログラムを実施した。事業説明、送り出し企業との目標設定及び、出向者との事前

面談、受入れ企業とのマッチング、導入前研修を行うとともに、派遣期間中には派遣人材との

定期的メンタリング、送り出し企業や受入企業へのフィードバック等をきめ細かく実施した。 

・期間：2024 年 3 月 21 日～2024 年 11 月 20 日、実施人数：1 名 

・近鉄グループホールディングス株式会社より、株式会社 MEETSHOP への研修派遣

を実施。プログラム終了後、2024 年 11 月 18 日にプログラム報告会を実施した。 

            

メンタリング               報告会 

②個別マッチング 

     副業・兼業、プロボノなどさまざまな人材確保を活用して中小・ベンチャー企業の課題解決

を行うための大企業人材とのマッチング行った。 
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オンライン説明会 

 

オ クリエイターの経営力強化や中小企業における高付加価値化等の支援 

新事業創出、既存産業の高度化・高付加価値化に資する支援産業であり、企業や商品の広告宣

伝力強化、ブランディング、付加価値向上をもたらすクリエイティブ産業の活性化や中小企業

の製品・サービスの付加価値向上につなげるため、大阪産業創造館に設置したメビックを中心

に、クリエイティブ産業に関する情報発信の強化・拡充、クリエイター同士、クリエイターと企

業等とのネットワークの拡大、協業による新たな市場の開拓、クリエイターのプロデュース能

力向上に向けた各種プログラムを実施した。メビックでの交流・連携をもとに、今年度も新たな

協働が多数生まれる結果となった。 

【企業等からのクリエイティブ相談件数】 226 件 

【クリエイターと企業とのマッチング件数】 493 件 

【総事業創出額】  1 億 6,825 万円 

①情報発信・プロモーション活動 

◆大阪のクリエイティブ産業ポテンシャルの情報発信 

大阪で活動するクリエイターの情報を広く発信し、大阪のクリエイティブ産業のポテン

シャルを国内外に広く伝えるとともに、ビジネスチャンス拡大に資するため、「クリエイテ

ィブクラスターサイト」でのクリエイティブ事業者の発信に取り組んだ。さらにプロモー

ションイベントの開催や、大阪府外のキーパーソンにエリアサポーターを委嘱し、大阪の

クリエイティブ産業集積についてのプロモーションを強化した。 

【クリエイティブクラスターサイト新規掲載件数】 212 件 累計 2,263 件 

      【プロモーションイベントの開催件数】 計 67 回 参加者 2,360 人 

・クリエイティブサロン  21 回 参加者  465 人 

・Mebic Talk-in（交流会） 35 回 参加者 1,323 人 

・ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｸﾗｽﾀｰﾌｫｰﾗﾑ   11 回 参加者  572 人 

   【エリアサポーターの委嘱】 102 人 
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◆メビックの施設や活動等に関する情報発信 

メビックの施設利用を促進するため、施設及び活動結果について、WEB や SNS 等で広

く発信した。 

【メビック WEB サイトアクセス件数】 184,099 人（ユニークユーザー） 

【メビック実施イベント告知 WEB 掲載件数】 66 件 

【コラボ事例 WEB サイト掲載件数】 4 件 

【イベントレポート WEB サイト掲載件数】 27 件 

【メルマガ登録者数】 18,525 人 

【facebook いいね!数】 5,109 人 

【Instagram フォロワー数】 1,344 人 

②クリエイターと企業等との協働促進 

◆クリエイティブ・コーディネーターの委嘱及びネットワークの拡大 

      大阪で活動する現役のクリエイター（34 名）にクリエイティブ・コーディネーター（以

下、コーディネーター）を委嘱し、クリエイターとの面会、企業等の相談対応、展示会サポ

ート等の業務を行い、クリエイター同士、クリエイターと企業等とのネットワーク拡大に

つなげた。また、年 3 回（5 月、11 月、3 月）コーディネーター会議を開催し、情報共有を

行った。 

◆クリエイティブアドバイザーの設置 

大阪で活動するクリエイターに対して、技術･資金･経営･法務・労務・ネットワーク等の

様々な専門領域や立場から支援活動を行うアドバイザリーボード「クリエイティブアドバ

イザー」を設置した（様々な分野の専門家 59 名に委嘱）。 
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◆クリエイターと企業等との協働に向けたイベントの開催 

      クリエイター同士、クリエイターと企業等とのネットワークを構築し、協働を促進する

ため、コミュニケーションイベントを開催した。 

       【クリエイティブクラスターミーティング】  18 回 参加者 182 人 

 

③クリエイターと企業等とのマッチング 

◆各種マッチングイベント・展示商談会の開催 

クリエイターや異業種企業等による新事業創出や販路開拓、既存事業の高度化・高付加

価値化、自社ブランディング、広告宣伝機能強化など、新たな価値を生み出しビジネスにつ

なげるため、クリエイターと企業等とが出会う機会を創出し、クリエイター同士、クリエイ

ターと企業等の協働促進に向けた各種マッチングイベントや展示・商談会を開催した。 

【マッチングイベント】開催 26 回 登壇･出展者 193 組  参加者 5,655 人（把握分のみ） 

・クリエイター募集プレゼン      6 回 登壇者  21 組 参加者 207 人 

・クリエイターによるシーズ発表会  14 回 登壇者 76 組 参加者 323 人 

・各種展示･商談会出展･企画運営     6 回 出展  96 組 参加者 5,125 人 

 

   ◆コラボレーション事例の把握と発信 

マッチング業務等メビックの活動を通して生まれたコラボレーション事例を広く発信し、
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クリエイターや企業の協働に対する機運の醸成やノウハウの伝授等を行うため、コラボレ

ーション事例を広く調査するとともに、その成果をコラボレーション事例としてパンフレ

ットにとりまとめ関係各所等に配布するとともに、WEB サイトで発信した。    

④プロデュース能力向上支援 

クリエイター自身が、現状分析力、問題発見力、アイデア発想力、課題解決提案力等のデザ

イン思考を再認識し、デザインマネジメントをもとに、新商品やプロジェクトをプロデュー

スできる人材として能力を高めるよう、実践者を講師にしたプロデュース能力向上支援のた

めの各種セミナー・ワークショップを開催した。 

【デザインマネジメント養成講座】 8 回開催 参加者 241 人 

 

（２）新たな担い手の創出に向けた創業支援 

大阪産業創造館において、創業希望者を対象に、事業計画や資金計画等創業に関する基礎的な

知識の習得を図るセミナーや、ビジネスプラン確立に向けたワークショップ等の開催、専門家に

よるコンサルティングを実施するなど、創業の促進に向けた各種プログラムを推進した。 

また、創業直後の経営者ならではの経営諸課題を解決するためのセミナー、創業後間もない方

を対象としたビジネスプランコンテストの実施、事業計画の検証・再構築のためのワークショッ

プ等を開催し、創業後の事業の安定的な継続や発展の支援に取り組んだ。 

①起業スタートアップセミナー 

創業までの具体的なスケジュールをはじめ、良いスタートを切るために知っておきたい 

事柄と心構えについて、事例を交えながら解説するセミナーを開催した。 

【起業スタートアップセミナー】 12 回開催 参加者数 807 名 

②起業準備セミナー 

資金調達や事業計画など、起業準備中の方に必要なさまざまなテーマを取り上げ、その知識

やノウハウを提供し、スムーズな立上げをサポートするセミナーを開催した。 

【起業準備セミナー】 22 回開催 参加者数 804 名 

③起業家のための資金調達のススメ 

創業融資を実行している日本政策金融公庫をはじめとする金融機関の方々から、創業時の資

金調達の基礎知識を提供するセミナーを開催した。 

【起業家のための資金調達のススメ】 1 回開催 参加者数 69 名 

④飲食店開業応援セミナー 

飲食業界に特化した開業サポートセミナーとして、「あきない虎の穴」の卒業生による開業体

験談や、サポート企業が持つ経営ノウハウを提供した。 

【飲食店開業応援セミナー】 6 回開催 参加者数 103 名 

【飲食店開業ぶっちゃけトーク NIGHT】 5 回開催 参加者数 74 名 
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⑤創業支援セミナー・研修 

先輩起業家や業界関係者、各種専門家より起業に関わる情報提供等のセミナーや研修を 

開催した。 

    【起業家のための儲かるビジネスのつくり方】 1 回開催 参加者数 7 名 

    【オープンセミナー】 1 回開催 参加者数 28 名 

    【起業ワークショップ】 1 回開催 参加者数 6 名 

    【起業準備ラボ】（無料オープンセミナー）1 回開催 40 名 

⑥起業家スタ活交流会 

創業者・創業予定者の交流等による新たなビジネスネットワークを形成する交流会を実施し

た。 

【起業家スタ活交流会】 1 回開催 参加者数 15 名 

⑦創業チャレンジゼミ 

ビジネスプランのブラッシュアップ、事業計画に必要な数字を活用したシミュレーションな

どのカリキュラムで、創業をバックアップする短期集中講座を開催した。 

【創業チャレンジゼミ】 3 回開催 参加者数 37 名 

    【創業チャレンジゼミ交流会】 2 回開催 参加者 47 名 

  ⑧融資が必要な人のための事業計画作成講座 

    日本政策金融公庫との連携により、資金調達のために必要な事業計画作成の基本をレクチャ

ーするセミナーと、審査をする側の視点からの具体的なアドバイスにより、希望する金額を調

達するための講座を開催した。 

【融資が必要な人のための事業計画作成講座】 2 回開催 参加者数 8 名 

⑨飲食店開業シミュレーションプログラム「あきない虎の穴」 

飲食業に特化し、約 6 か月の間、同期の参加者とともに実施するワークショップと、実店舗

でのインターンシップ等のプログラムにより、現実的かつ差別化できる店舗づくりをサポート

した。また、模擬的な経営体験プログラムを実施するなど、飲食店のビジネスモデル転換・開

業に関する支援を実施した。 

【あきない虎の穴】 1 回開催（全 15 回） 参加者数 20 名 

【あきない虎の穴 オプション講座】 1 回開催 参加者数 17 名 

⑩起業サポート「チョイス！」 

起業直前や創業後 5 年未満の方を対象に、コンサルタントによる面談、対象セミナーの中か

ら組み合わせて利用できるプログラム「チョイス！」を実施した（起業前の方は創業前コースと

して「初回面談」から、すでに起業している方は「個人事業主・法人代表者コース」として「初

回セミナー」から受講する形式）。 

【チョイス！】個人事業主・法人代表者コース：初回セミナー12 回開催 参加者数 212 名 

創業前コース：参加者数 288 名 
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⑪起業支援プログラム「立志庵」 

創業希望者に対して 24 時間利用可能な起業支援スペースを低廉な料金で提供し、創業促進を

図るため集中的にコンサルティングを実施した（令和 6 年度上期にて終了）。 

また、起業支援プログラム「立志庵」終了後、次年度に向けたスペースの活用を検討の上、改

修工事を行うとともに、新たな事業の企画策定・実施準備を進めた。 

【起業プログラム「立志庵」】 入居者数 3 名、利用者数 682 名 

【サンソウカン起業家サポートプログラム】 参加者数 9 名（セミナーパスポート取得者）   

  ⑫起業サロン「立志庵」 

    起業サロン「立志庵」では、「起業」というキーワードでの交流機会や、立志庵卒業生に対し

卒業生ネットワークを維持し近況を共有するための交流会などを実施した。 

    【立志庵卒業生限定交流会】 1 回開催 参加者数 20 名 

    【シン・スタートアッパー＆サポーターズサロン】 3 回 参加者数 50 名 

⑬創業フェア 

創業に関する様々な情報を効果的・効率的に収集できる「創業フェア」を開催した。また、フ

ェアの参加者を対象に、専門家による個別相談を実施した。 

【起業 STEP UP フェスタ】 1 回開催 参加者数 107 名 

【起業ファーストステップ 2024】 1 回開催 参加者数 107 名(ライブ配信)参加者数 118 名 

⑭ビジネスプランコンテスト 

新たな価値を生み出す起業家の挑戦を応援するためビジネスプランコンテスト「ビジコン

OSAKA」を開催し、受賞企業の販路や顧客の開拓に向けて支援機関・団体やサポート企業との

接点の提供や PR 支援等を行った。 

【ビジコン OSAKA】 1 回開催 参加者数 34 名 （ライブ配信）参加者数 65 名 

【ビジコン OSAKA】応募数 Renovator 部門 33 名 Venture 部門 21 名／最終発表者数 8 名    

⑮外国人起業促進支援窓口 

「大阪市外国人起業活動促進事業（スタートアップビザ）」を実施するため外国人起業促進支

援窓口を設置し、大阪市において起業を希望する外国人による外国人起業準備活動計画等の申

請サポートや、確認証明書の交付後に入国管理局において在留資格「特定活動」が認められた外

国人起業家のサポートを行った。 

【外国人起業活動促進事業】 問合せ：210 件 相談件数：61 件 確認証明書交付：19 件 

  

（３）大阪経済や中小企業の実態調査・分析、支援事業の活用促進 

社会経済環境の変化や中小企業が直面する課題に即応し、効果的な支援策を機動的に展開して

いくため、大阪経済や市内事業者の課題や実態、支援ニーズの把握等に向けた景況調査等を行う

とともに、経済動向報告会を 4 回開催した。また、大阪経済の現状等について、各種統計データ

等を用いグラフや図表を交えて解説する統計資料集を作成した。 
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また、当財団が実施する各種支援事業の活用をより広く周知するため、広報誌やメールマガジ

ンの発行、WEB サイト運営や SNS の活用、当財団が有するマスコミ・ネットワークを活かした

プレスリリース（配信先：マスコミ等 800 名以上）などにより、タイムリーで効果的な広報や情

報発信を行った。 

①情報誌「Bplatz press」の発行（隔月） 

・2024 年 4 月 vol.237 ごはんを彩る「食品力」 

・2024 年 6 月 vol.238 「こんなもの」からアップサイクル 

・2024 年 8 月 vol.239 あなたの知らない小さすぎてスゴイ技術 極小技術の世界へ 

・2024 年 10 月 vol.240 資金調達で広がるビジネスの可能性 

・2024 年 12 月 vol.241 私たち会社を継ぎました 

・2025 年 2 月 vol.242 2030 年に向けて目が離せないビジネス 

②各支援拠点ウェブサイトの構築・運営による情報提供・集客 

大阪産業創造館、OIH、TEQS など大阪産業局の運営する支援拠点の情報サイトを構築・

運営することで、各種支援事業の情報を広く周知し集客に努めた。 

③メールマガジンによる情報配信 

・産創館の総合イベント情報「Bplatz weekly」（発行日：毎週火曜） 

ビジネスイベントの最新情報、商談会やセミナーの新着情報など、ビジネスに役立つ情

報をタイムリーに配信した。 

・サンソウカン起業家応援マガジン（発行日：第一・第三金曜） 

起業準備中の方が対象。創業関連のイベント・セミナー情報や創業に役立つ情報などを

掲載した。 

・社長のメルマガ （発行日：第二・第四水曜） 

経営者向けのセミナーやイベント情報、経営に役立つ情報などを配信した。 

・ものづくり通信 （発行日：第二・第四木曜） 

生産管理・品質管理など製造現場で役立つセミナーや連続講座のほか、技術テーマ展示

会やマッチングイベントなどの開催情報を配信した。 

・新規ビジネス創出を応援する「New Business News」（発行日：不定期） 

新規事業創出に向けた各種セミナー・プログラムや事業拡大のための伴走支援事業「大

阪トップランナー育成事業」などの情報を配信した。 

    ・Mebic－INFORMATION （発行日：不定期） 

クリエイターとのコラボを希望する企業や、ネットワークの拡大、新規顧客の開拓、プロ

デュース力の向上をめざすクリエイターに向けた、イベントやセミナーなどの最新情報

を配信した。 

（４）万博に向けたビジネスチャンス獲得支援や参画機会の創出【重点取組】 

ア 頑張る中小企業のビジネスチャンス獲得支援事業 
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大阪に世界の注目が集まる万博を契機とした様々なビジネスチャンスの獲得に向けて、高

いポテンシャルを秘めた製品やサービスをもつ大阪の中小企業を発掘し、マーケティング支

援等のハンズオンサポートや各種出展機会の提供等による一気通貫した支援を実施した。 

また、成果等の横展開を図ることにより、より多くの前向きな中小企業の経営力強化につ

なげ、万博の活力を取り込み、その強みを世界にアピールできるよう支援を行った。 

     【経営力強化件数】 74 件 

【マッチング件数】 355 件 

◆大規模展示会活用プログラム 

2024 年 9 月にインテックス大阪で開催された「ライフスタイル Week」への合同出展を

通して、アドバイザーとの個別面談や合同研修、展示会出展という一連の流れの中で、商

品・サービスのブラッシュアップや販路開拓など、参加企業のマーケティング力の強化支

援に取り組んだ。各社において販路開拓につなげられたほか、ターゲットが明確になった、

展示会での訴求方法を理解できた等の成果が得られた。また、参加企業 18 社の商品情報を

冊子や WEB コンテンツとしてまとめ、SNS での発信や展示会来場者やマスメディアに対

してプロモーションを実施し、その結果メディアに掲載されるなど参加企業の認知度向上

につながった。 

 

   

  ◆海外ヒアリング調査 
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アメリカ・ロサンゼルスにある日系ライフスタイルショップの協力を得て、2025 年 3 月

に催事販売を通したテストマーケティングを実施。現地の店舗バイヤー及び中小企業の海

外販路開拓支援を行うアドバイザーから、今回の販売実績や顧客の反応を踏まえ、アメリ

カ市場で売れる可能性や改善点について助言を受けた。 

【海外ヒアリング調査】 参加社数 6 社 

  

   

   ロサンゼルスでの販売風景 

◆各種イベント・講座 

中小企業が万博の開催をビジネスチャンスとするために、海外に対する販路開拓や情報

発信等についてのセミナーを行ったほか、過去の大規模展示会活用プログラム参加企業に

よる交流会を実施し、事例の共有及びマッチング機会の創出を図った。  

内容 実績 

販路拡大  

セミナー  

大阪から世界へ  

ライブコマースで広げる販路拡大の可能性  
42 名参加 

特別講演  
日本から世界へ  元サッカー日本代表監督  岡田武史

氏が語る若手経営者へのメッセージ  
212 名参加 

交流会 大規模展示会活用プログラム参加企業による交流会  35 名参加 

オンライン  

セミナー  

Instagram で海外にアピールしよう！発信力を磨く  

SNS 実践セミナー  
57 名受講 
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 イ 万博での中小企業の参画機会創出に向けた取り組み 

    大阪の中小企業の世界市場への挑戦を支援するため、万博会場内外において新たなビジネ

ス機会の創出につながる中小企業の魅力発信と販路開拓の場を提供した。 

①プロモーションツールの作成 

    大阪産業局のノウハウを活かして魅力ある大阪の中小企業を紹介するプロモーションツー

ル（日本語・英語版）を制作。大阪産業局や大阪市、JETRO のネットワークを活用して国内

外への情報発信を行った。 

【プロモーションツール】 

第三弾：ヘルスケア関連ビジネスについて 

第四弾：先端技術とものづくり企業について ※第一、二弾は令和 5 年度に制作 

 

 

②海外市場セミナー・海外バイヤーとのオンライン商談会 

JETRO と連携し、イギリス・インド・南アフリカの 3 か国の商習慣や市場動向に関する情

報提供セミナーと、その 3 か国のバイヤーとの商談会（オンライン）を開催。大阪産業局の

ネットワークを活用し、魅力ある商品を持つ市内中小企業に対して事業を周知した。オンラ

イン商談会については 43 社から申し込みがあり、バイヤーによる審査の結果、18 社の中小

企業が 3 か国 6 社のバイヤーと延べ 35 件の商談を行った。 

③海外バイヤーの視察ツアーに伴う訪問・商談企業の調整・同行 

イギリス・南アフリカの 2 か国 3 名のバイヤーの来阪に伴い、訪問・商談先となる市内中

小企業の調整を行ったほか、訪問に同行。9 社に対して延べ 12 回の企業訪問が行われ、その

取り組みがメディアで紹介されたほか、南アフリカでのテスト販売につながった事例も生ま

れた。また、同時期にインテックス大阪で開催されていた「ライフスタイル Week」にも海外

バイヤーが訪問し、（７）の大規模展示会活用プログラム参加企業 18 社の展示ブースにおい

て商談し、海外展開する上でのアドバイス等を得た。 
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④各国領事館や海外企業団との交流イベントの実施 

海外と在阪企業との交流やビジネスマッチングの促進に向けて、オンラインを含むネット

ワーキングイベントを実施した。大阪産業局は、ビジネスマッチングにつながる見込みがあ

る国内企業の選定及び参加勧奨と、当日運営を担った。 

 

国・地域 内容 
参加実績 

（国内企業） 

【フランス】 

オー＝ド＝ 

フランス地域圏 

エネルギー・繊維・クリエイティブ産業などをテー

マに、企業プレゼンテーションやラウンドテーブ

ルを通したネットワーキング  

24 社参加 

【イギリス】  

グレーター・  

マンチェスター  

電池を中心としたエネルギー分野をテーマとした

企業ネットワーキング（オンライン）  
6 社参加 

【インド】  

ベンガルール市  

機械製造・金属加工分野をテーマとした企業ネッ

トワーキング（オンライン）  
3 社参加 

その他、大阪産業創造館で開催するテーマ別展示会等に、各国領事館の視察団による訪問

があった際に、大阪産業局の事業紹介及び特徴がある技術を持つ企業の紹介を行った。 

⑤企業リストの作成・更新 

海外企業とのマッチングをめざし、海外展開でのビジネスチャンス獲得に意欲的であり、

特徴的な技術やサービスを持つ大阪市内の中小企業リストを作成・更新を行い、上記イベン

トへの参加促進等に取り組んだ。 
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（５）中小企業における DX 高度化支援【重点取組】 

    中小企業の DX 推進に向けて、大阪府・大阪市の連携事業として、令和 3 年度に立ち上げた

大阪 DX 推進プロジェクト（OBDX）による各種支援を実施した。経営相談と連携した専門相談

により課題を明確化し、専門家アドバイザー派遣や DX セミナー、講座等の人材育成プログラ

ムを活用し、DX 事例の情報発信などを通じて、DX 導入支援を実施した。 

 ①DX 推進相談窓口の設置 

DX 推進相談窓口を設置し、経営相談とも連携を行い、中小企業の DX 推進を行うための社

内課題の整理や人材育成・人材確保におけるサポート、実際に DX 推進にかかるアクション

プラン作成支援などを実施した。 

また、具体的な DX 推進のために、最適な専門家派遣も実施した。 

【DX 推進相談】 相談件数 800 件 

   【DX 専門家派遣】 派遣回数 51 回 

②DX 推進を支援するセミナー・ワークショップ等の実施 

  中小企業の DX 推進に向けて、ニーズの高いテーマを設定し、セミナーやワークショップ、

関連イベント等を実施した。 

  【セミナー、ワークショップ等】 開催 29 回 参加者数 2,423 名 

                  （DX 開催事業として再掲載） 

（テーマ等）Web サイトを整理整頓！「伝わる」情報を発信しよう 

よくわかる企業 DX の取組み方 

Web 販促＆デジタル活用展 2024 など 

 

 



収入

（単位：円）

　 予算 実績

大阪産業局事業交付金 562,048,051 562,048,051

受益者負担等事業収入 50,339,600 60,972,050

612,387,651 623,020,101

支出

１．大阪産業局事業 331,891,528 348,055,960

諸謝金 198,498,624 160,968,519

消耗品費 2,487,000 10,171,925

印刷製本費 19,560,000 9,457,978

使用料 38,650,000 24,429,698

委託費 56,233,134 65,309,902

広告料 12,720,000 15,891,650

会議費 1,030,142 2,548,149

旅費交通費 900,000 1,254,499

通信運搬費 654,533 1,849,183

修繕費 400,000 99,000

雑費 758,095 320,960

分担金 0 20,048,308

間接物件費 0 35,706,189

252,000,000 291,749,716

３．総務担当事務所要経費※（分担金以外の事業費＋人件費）×５％ 29,194,673 29,194,673

613,086,201 669,000,349

令和6年度中小企業支援事業（大阪産業創造館事業）収支報告書

合　　　　　計

２．事業人件費

合　　　　　計

事
業
費
内
訳



別紙３

6F 会議室Ａ 6F 会議室Ｂ 6F 会議室Ｃ 6F 会議室Ｄ 6F 会議室Ｅ 5F 研修室Ａ 5F 研修室Ｂ 5F 研修室Ｃ 5F 研修室Ｄ 5F 研修室Ｅ 5F パソコン実習室 合計

348 348 347 347 348 348 348 348 348 348 336 3814

区分数 985 985 981 981 985 983 983 984 983 984 949 10783

稼働数 660 660 668 587 661 631 627 656 621 582 159 6512

率 67.0% 67.0% 68.1% 59.8% 67.1% 64.2% 63.8% 66.7% 63.2% 59.1% 16.8% 60.4%

（前年） 65.9% 66.5% 66.7% 61.0% 62.9% 66.7% 67.3% 65.5% 64.7% 56.0% 15.5% 60.0%

区分数 348 348 345 345 347 346 346 346 346 346 335 3798

稼働数 196 196 185 155 190 176 180 186 188 164 48 1864

率 56.3% 56.3% 53.6% 44.9% 54.8% 50.9% 52.0% 53.8% 54.3% 47.4% 14.3% 49.1%

（前年） 55.6% 57.6% 48.1% 46.4% 52.1% 59.0% 60.7% 55.3% 55.0% 44.4% 12.2% 49.8%

区分数 344 344 344 344 345 345 345 345 344 345 333 3778

稼働数 277 278 281 259 288 277 278 291 281 257 85 2852

率 80.5% 80.8% 81.7% 75.3% 83.5% 80.3% 80.6% 84.3% 81.7% 74.5% 25.5% 75.5%

（前年） 81.3% 84.1% 85.0% 79.3% 80.7% 82.4% 84.4% 82.7% 82.1% 74.1% 23.9% 76.5%

区分数 293 293 292 292 293 292 292 293 293 293 281 3207

稼働数 187 186 202 173 183 178 169 179 152 161 26 1796

率 63.8% 63.5% 69.2% 59.2% 62.5% 61.0% 57.9% 61.1% 51.9% 54.9% 9.3% 56.0%

（前年） 60.1% 56.3% 67.2% 56.7% 54.6% 57.3% 54.9% 57.3% 55.6% 48.5% 9.6% 52.7%

区分数

稼働数

率

（前年） 60.6%

延
べ

820 972 1792 12575

566 579 1145 7657

69.0% 59.6% 63.9% 60.9%

71.0% 58.3% 64.2%

合計 総計

稼働日数 346 347 693 4507

3F マーケットプラザ

午
前

午
後

夜
間

4F イベントホール

延
べ

施設別稼働状況(全体)

利用日期間：R6(2024)年4月～R7(2025)年3月

稼働日数



午前 午後 夜間 小計 午前 午後 夜間 小計 午前 午後 夜間 小計 午前 午後 夜間 小計 午前 午後 夜間 小計 午前 午後 夜間 小計

前年度
迄累計

458,625 858,329 564,124 1,881,078 348,057 587,798 441,285 1,377,140 54,688 99,232 45,215 199,135 356,046 718,685 207,300 1,282,031 317,727 441,794 109,413 868,934 1,535,143 2,705,838 1,367,337 5,608,318

4月 1,477 2,518 1,326 5,321 1,020 1,652 991 3,663 25 25 0 50 1,806 2,510 505 4,821 795 1,621 160 2,576 5,123 8,326 2,982 16,431

5月 951 1,962 1,381 4,294 857 1,801 1,199 3,857 19 58 0 77 760 1,291 400 2,451 1,039 1,629 182 2,850 3,626 6,741 3,162 13,529

6月 821 2,561 1,402 4,784 1,220 2,097 1,070 4,387 16 93 28 137 1,270 2,317 101 3,688 1,450 1,540 226 3,216 4,777 8,608 2,827 16,212

7月 1,450 2,455 1,675 5,580 1,365 1,971 1,348 4,684 34 104 20 158 1,024 2,621 316 3,961 648 1,630 131 2,409 4,521 8,781 3,490 16,792

8月 1,407 2,005 900 4,312 997 1,794 787 3,578 7 29 15 51 1,904 2,788 403 5,095 2,693 2,883 322 5,898 7,008 9,499 2,427 18,934

9月 937 2,710 1,858 5,505 1,920 2,542 1,076 5,538 283 291 31 605 1,696 2,698 573 4,967 2,712 7,366 293 10,371 7,548 15,607 3,831 26,986

10月 1,369 2,935 1,679 5,983 1,183 2,036 1,247 4,466 84 160 5 249 660 1,940 66 2,666 1,899 2,313 498 4,710 5,195 9,384 3,495 18,074

11月 1,165 2,926 1,371 5,462 1,160 2,018 976 4,154 70 93 41 204 1,022 2,153 311 3,486 1,246 2,204 504 3,954 4,663 9,394 3,203 17,260

12月 1,112 2,491 1,502 5,105 724 1,765 788 3,277 32 67 26 125 1,026 1,816 235 3,077 786 1,783 373 2,942 3,680 7,922 2,924 14,526

1月 1,065 2,372 1,140 4,577 774 1,261 1,110 3,145 29 47 0 76 1,302 1,930 710 3,942 823 1,060 125 2,008 3,993 6,670 3,085 13,748

2月 1,449 2,243 1,524 5,216 778 1,686 954 3,418 19 85 12 116 2,825 3,433 496 6,754 2,205 2,852 218 5,275 7,276 10,299 3,204 20,779

3月 1,605 3,034 1,605 6,244 1,005 2,125 801 3,931 21 31 32 84 645 1,656 410 2,711 945 1,004 321 2,270 4,221 7,850 3,169 15,240

合計 14,808 30,212 17,363 62,383 13,003 22,748 12,347 48,098 639 1,083 210 1,932 15,940 27,153 4,526 47,619 17,241 27,885 3,353 48,479 61,631 109,081 37,799 208,511

総合計 473,433 888,541 581,487 1,943,461 361,060 610,546 453,632 1,425,238 55,327 100,315 45,425 201,067 371,986 745,838 211,826 1,329,650 334,968 469,679 112,766 917,413 1,596,774 2,814,919 1,405,136 5,816,829

パソコン実習室 4F イベントホール 3F マーケットプラザ 合計

施設区分別入館者一覧

利用日期間：R6(2024)年4月～R7(2025)年3月

会議室 研修室



施設使用料 備品使用料 合計

マーケットプラザ 5,108,375 2,011,040 7,119,415

イベントホール 5,915,875 6,162,290 12,078,165

パソコン実習室 1,396,600 342,000 1,738,600

研修室Ａ 365,900 105,000 470,900

研修室Ｂ 337,550 24,900 362,450

研修室Ａ・Ｂ 2,847,100 1,169,700 4,016,800

研修室Ｃ 2,449,600 589,500 3,039,100

研修室Ｄ 2,524,500 445,800 2,970,300

研修室Ｅ 2,609,600 301,900 2,911,500

会議室Ａ 441,100 77,300 518,400

会議室Ｂ 535,650 84,400 620,050

会議室Ａ・Ｂ 2,837,550 986,000 3,823,550

会議室Ｃ 2,436,450 383,800 2,820,250

会議室Ｄ 2,249,550 409,650 2,659,200

会議室Ｅ 5,648,350 1,738,800 7,387,150

合計 37,703,750 14,832,080 52,535,830

駐車場使用料 14,282,000

総計 66,817,830

令和６年度（令和６年４月～令和７年３月）収入分使用料内訳



別紙４

項　　目 区　分

収入 大阪市委託料 287,787,024

287,787,024

支出 施設管理人件費 施設管理人件費 33,317,854

小計 33,317,854

保守管理費 施設総合管理 129,380,900

　設備管理

　清掃

　樹木維持

　警備

　駐車場設備保守管理

障害者の就業訓練を目的とした清掃 6,485,532

塵芥搬出処理等 1,017,390

施設管理業務等 22,045,815

LAN・5階PCﾘｰｽ保守等

　施設管理用ｲﾝﾄﾗﾈｯﾄ運用 508,780

　施設予約ｼｽﾃﾑ・館内ｲﾝﾄﾗﾈｯﾄ 4,258,650

　PC実習室ﾘｰｽ料 805,010

音響設備等管理 9,900,000

施設管理事務・消耗品

　施設管理消耗品等 6,669,770

　補修修繕等 20,305,046

通信運搬費 440,056

使用料等 1,658,026

振込手数料 122,624

小計 203,597,599

施設光熱水費 電　　気 35,558,615

水　　道 13,864,930

ガ　　ス 5,813,054

電　　話 1,433,967

小計 56,670,566

施設管理事務費 事務費 14,679,301

小計 14,679,301

308,265,320

▲ 20,478,296差引

大阪産業創造館管理運営にかかる収支状況（令和６年４月-令和７年３月）

金　額

合計

支出合計

一括契約








